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1･　近年街着としての浴衣の進出は， めざましいもの

があるが，一方では従来 どおり中年以上 の婦人の湯上が

り用の家庭着，もし くは寝衣とし ての活用が大きい。

街着として浴衣を用いる場合には，その仕立てに相当

の時間を費して 仏 美しく仕立てることが望まし いので

あるが，後者 の場合には美しく仕立てるこ とのみが必須

条件ではない。 なるべく短時間に仕立てたいとい う要求

も，その一つで，そのため誰しも考えることは浴衣のミ

シン仕立てである。 ミシ ン仕立て の欠点 として，大き な

針目で縫えば，ほころびやすく，小さ な針目で縫えば，

ほどくのに長時間を要す る。　そこで寝衣と し て の浴衣

を，仕立て に要す る時間，ほころび具合，ほど くに要ナ

る時間を実験して考察し たので報告す る。

2.　市販の寝衣用浴衣を３反 用意し,大裁女物(柾付)

の着丈に仕立 てた。標付し たものを同一人で,  1 枚は全

部手縫,  1 枚は全部 ミシ ン縫,  1 枚はミシン縫 のものに

縫い始 めと縫い終 わ 引こ5cm ほど手縫を加えた。これに

要する時間をそれぞれ測定した。次に被検者3 名に上記

浴衣を着用 させて洗濯機にかけ, ほころび具合を観察し

た。

3.　肩当，居敷当は手縫 の揚合，第１回 の洗濯で既に



異常が認められたが，他の仕立てでは全然異常を認 めら

れず仕 立てに要し た時間 の割合 からみて，寝衣用浴衣 の

縫製は ミシ ン仕立 てで よいこ とが実証で きた。
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